
４−４ 文化人類学 

 

研究・教育活動の概要と特色 

 本専攻分野の研究・教育活動では、参与観察という人類学の基本的方法に立脚して

社会と文化のあり方を実証的に研究することに高い価値を置いている。 

 学部教育においては、概論を基礎とし、それに加えて二年次に基礎講読と基礎演習

によって民族誌の読み方を学ばせ、三年時に演習と実習で文献研究と実態調査を平行

して経験させ、その上に卒論を置くという積み重ね式のカリキュラムを組んでいる。 

 大学院教育においては、前期課程だけを履修する学生と後期課程まで進む学生では

当然ながら目標設定と指導方法に違いがあるが、前者においては学生の希望に応じて

特定地域あるいは特定テーマに関する文献研究または特定対象についての短期的な実

態調査に基づく修士論文の作成を目標とし、後者においては前期課程において特定地

域に関する総合的な文献研究を行ったうえで後期課程において長期的かつ集約的なフ

ィールドワークに基づく博士論文の作成を通して専門研究者としての独自の領域を開

拓することを目標としている。いずれにおいても各自が独力で具体的な民族誌研究に

取り組む力を養うことを重視し、それに向けて全員で進捗状況を報告しつつ研鑽する

「院生研究会」を毎月 1 回開催しており、それに加えて各教員は個別のきめ細かな指

導に心がけている。留学生の大学院進学者については、日本でフィールドワークを行

い、民族誌的な修士論文・博士論文を作成することを促している。 

 教授・准教授の専門領域はいずれも東アジアであり、助教の専門領域は東ヨーロッ

パであるが、大学院生の研究対象地域はアフリカ、アジア、アメリカ、ヨーロッパな

ど世界各地に広がっている。また学部・大学院を通じて海外留学を目指す学生が多い

ことも特徴である。 

 

Ⅰ 組織 

１ 教員数（2015 年 5 月 20 日現在） 

教授：1 

准教授：1 

講師: 0 

助教: 1 

教授：沼崎一郎 

准教授：川口幸大 



助教：杉本敦 

 

２ 在学生数（2015 年 5 月 20 日現在） 
学部 

（2 年次以上） 
学部 

研究生 
大学院博士 

前期 
大学院博士 

後期 
大学院 
研究生 

37 2 6 2 1 

 

３ 修了生・卒業生数（2010～2014 年度） 

年度 学部卒業者 大学院博士課程 
前期修了者 

大学院博士課程 
後期修了者 

（含満期退学者） 

10 10 1 0 

11 14 1 0 

12 7 3 1 

13 10 2 0 

14 6 2 0 

計 47 7 1 

 

Ⅱ 過去 5 年間の組織としての研究・教育活動（2010～2014 年度） 

１ 博士学位授与 

１−１ 課程博士・論文博士授与件数 
年度 課程博士授与件数 論文博士授与件数 計 
10 0 0 0 
11 0 0 0 
12 1 0 1 
13 0 0 0 
14 0 0 0 
計 1 0 1 

 

１−２ 博士論文提出者氏名、年度、題目、審査委員 

杉本敦、2012 年度、『ポスト社会主義ルーマニアの牧畜と家族―トランシルヴァ

ニア山村の民族誌』 

審査委員：教授・沼崎一郎（主査）、教授・長谷川公一、教授・佐々木史郎



（国立民族学博物館）、准教授・川口幸大 

 

２ 大学院生等による論文発表 

２−１ 論文数 

年度 審査制学術誌 
（学会誌等） 

非審査制誌 
（紀要等） 

論文集 
（単行本） その他 計 

10 0 0 0 0 0 
11 0 0 0 0 0 
12 0 1 1 1 3 
13 0 3 0 0 3 
14 0 2 0 0 2 
15 0 0 0 0 0 
計 0 4 1 1 7 
＊2014 年度は 7 月末までの数字。ただし、以後の掲載が決定しているものも含む。  

 

２−２ 口頭発表数 

年度 国際学会 国内学会 研究会 その他 計 
10 0 0 1 0 1 
11 0 0 1 0 1 
12 0 1 4 0 5 
13 0 0 2 0 2 
14 1 0 0 0 1 
15 0 2 0 0 2 
計 0 3 8 0 12 

＊2014 年度は 7 月末までの数字。ただし、以後の発表が決定しているものも含む。  

 

２−３ 上記の大学院生等による論文・口頭発表の中の主要業績 

（１）論文 

西川 慧 「在日オンドネシア人ムスリムの「つながり」と「へだたり」」『東

北人類学論壇』11:26-43、2012.3. 

杉本 敦 「現代ルーマニア農村における家族のつながり―家畜飼育の現場から

―」高谷紀夫・沼崎一郎編『つながりの文化人類学』東北大学出版会、

pp.135-169、2012.3. 

移子川 美由紀 「日本に嫁ぎキムチを販売する韓国人女性の生活誌―宮城県大



衡村の事例から」『東北人類学論壇』12:97-110、2013.3. 

一條 文佳 「被災者招待型ツーリズム：台南市青少年訪問団の事例を中心に」

『東北人類学論壇』13:105-122、2014.3. 

後藤 龍之介 「外国籍児童の学校生活に関する人類学的考察」『東北人類学論

壇』13:123-143、2014.3. 

リー＝ペレス ファビオ 「「多文化をさすらう人」の人類学を目指して：ある

コスモポリタンな個人のライフ・ストーリーの予備的考察」『東北人類学論

壇』13:64-82、2014.3. 

Lee Perz, Fabio“‘Culture-Trotting’ as a Way of Life: An Anthropology of 

Cosmopolitans.” 『東北人類学論壇』14（印刷中）。 

栗田陽子 「その地に再び根づく―宮城県における農村復興の事例研究」『東北

人類学論壇』14（印刷中）。 

 

（２）口頭発表 

杉本 敦 「ルーマニアにおける「伝統的」牧畜生活の変容と持続－トランシル

ヴァニアの山村を事例として」日本文化人類学会第 46 回研究大会、

2012.6.24. 

リー＝ペレス ファビオ 「多文化をさすらう人のライフ・ストーリー」第 20

回早稲田こども日本語研究会、2014.2.13. 

Lee Perez, Fabio “Life Stories of Culture-trotters: Anthropology of 

Cosmopolitan Individual.” The 7th Annual CUHK Anthropology 
Postgraduate Student Forum, Chinese University of Hong Kong, 

2015.1.23-24. 

Lee Perez, Fabio “ ‘Culture-Trotters’ and Japanese Society: Stories of 

Movement through Glocal Spaces.” Anthropology of Japan in Japan 
2015 Spring Meeting, 成城大学、2015.4.25-26. 

Kurita, Yoko “Is ‘Endogenous Reconstruction’ of Disaster Area Possible?: A 

Lesson from Rural Sendai Affected by the Great East Japan 

Earthquake.” Anthropology of Japan in Japan 2015 Spring Meeting, 成
城大学、2015.4.25-26. 

 

３ 大学院生・学部生等の受賞状況 



栗田陽子、平成 27 年度リーディング大学院「グローバル安全学トップリーダー

育成プログラム」採用。 

 

４ 日本学術振興会研究員採択状況 

西川 慧 「インドネシアにおけるイスラームと多元的法制度－スマトラ島ミナ

ンカバウ社会の民族誌」平成 26 年度 DC１採択 

 

５ 留学・留学生受け入れ 

５−１ 大学院生・学部学生等の留学数 

2011 年度 

学部 1 名  ウメオ大学（スウェーデン） 

2012 年度 

学部 2 名  ストラスブール大学（フランス）、テンプル大学（アメリカ） 

2013 年度 

学部 5 名  ストックホルム大学（スウェーデン）、ウプサラ大学（スウ

ェーデン）、オウル大学（フィンランド）アラスカ大学フェ

アバンク校（アメリカ）、インドネシア大学（インドネシア） 

2014 年度 

学部 1 名  アラスカ大学フェアバンク校（アメリカ） 

大学院１名 パダン国立大学（インドネシア） 

  2015 年度 

大学院１名 パダン国立大学（インドネシア） 

 

５−２ 留学生の受け入れ状況（学部・大学院） 

年度 学部 大学院 計 
10 1 1 2 
11 1 1 2 
12 1 1 2 
13 1 1 2 
14 1 1 2 
15 2 1 3 
計 5 5 10 

 



６ 社会人大学院生の受け入れ数 

年度 前期課程 後期課程 計 
10 0 0 0 
11 0 0 0 
12 0 0 0 
13 0 0 0 
14 0 0 0 
15 1 1 2 
計 0 0 2 

 

７ 専攻分野出身の研究者・高度職業人 

７−１ 専攻分野出身の研究者 

渋谷 努 東北大学文学研究科 21st COE プログラム「社会階層と不平等研究」

研究員、2003 年度（2005 年度まで） 
渋谷 勉 中京大学国際教養学部国際教養学科、教授、2009 年 4 月－ 
松本尚之 東北大学・大学院文学研究科、助手、2003－5 年度 
松本尚之 東洋大学 国際共生社会研究センター 研究助手、2007 年 4 月－ 
松本尚之 横浜国立大学教育人間科学部国際共生社会課程、専任講師、2009

年 4 月－2010 年 3 月 
松本尚之 横浜国立大学教育人間科学部国際共生社会課程、准教授、2009 年 4

月－ 
川口幸大 国立民族学博物館機関研究員、2007－9 年度 
川口幸大 東北大学・大学院文学研究科、准教授、2010 年 4 月－ 
久保田亮 東北大学・大学院文学研究科、助教、2007 年 10 月－2010 年 3 月 
久保田亮 立教女学院短期大学・英語科、講師、2010 年 4 月－2012 年 9 月 
久保田亮 大分大学経済学部、准教授、2012 年 10 月－ 
杉本敦 東北大学・大学院文学研究科、助教、2013 年 4 月－ 
 

 
７−２ 専攻分野出身の高度職業人 

8 名 翻訳業、外務省外郭団体、JICA、高校教員(3 名)、仙台市職員(3 名)、

栃木県職員(1 名) 

８ 客員研究員の受け入れ状況 

なし 

 

９ 外国人研究者の受け入れ状況 

なし 



 

１０ 刊行物 

『東北人類学論壇』（年刊） 

 

１１ 学会・研究会・講演会・シンポジウム等の開催・事務局等引き受け状況 

 2010 年度 東北人類学談話会事務局 

    東北人類学談話会研究会（4 回） 

国際シンポジウム「台湾研究の過去・現在・未来」 

 2011 年度 東北人類学談話会事務局 

東北人類学談話会研究会（5 回） 

人類学フェスティバル 

 2012 年度 東北人類学談話会事務局 

東北人類学談話会研究会（2 回） 

人類学フェスティバル 

 2013 年度 東北人類学談話会事務局 

東北人類学談話会研究会（4 回） 

人類学フェスティバル 

2014 年度 東北人類学談話会事務局 

東北人類学談話会研究会（3 回） 

人類学フェスティバル 

 

１２ 専攻分野主催の研究会等活動状況 

なし 

 

１３ 組織としての研究・教育活動に関する過去 5 年間の自己点検と評価 

文化人類学研究を支える基本は緻密なフィールドワークであり、博士学位論文に向

けてのフィールドワークは研究者としての土台を形成する最も重要なステップである。

従って専門研究者養成のための大学院教育はその準備と現地調査の実施を中心に組み

立てなければならない。本研究科における文化人類学専攻分野は 1993 年度に新設さ

れたが、草創期の試行錯誤段階を経て、博士課程前後期を通じた本格的な教育プログ

ラム策定に至ったのは発足から 5 年目の 1997 年度だった。そのプログラムに従って

前期課程において綿密な準備を行い、しっかりとした調査計画を練ったうえで、2 年



から 3 年のフィールドワークを行った学生は通算 5 名おり、その調査地はフランス、

モロッコ、ナイジェリア、中国、アラスカ、ルーマニアの各地にわたっている。 

過去 5 年間に限っては、ルーマニアで調査をおこなった学生 1 名が博士論文を 2013

年度に提出し、2014 年度に進学した学生 1 名が学振 DC1 に採択され、2014 年 11 月

よりインドネシアでの調査を実施している。 

2007 年度には仙台市職員 1 名が博士課程後期の課程に社会人として入学し、職務の

傍ら、仙台市の多文化共生施策に関する公共人類学的な研究によって博士学位取得を

目指していたが、東日本大震災後の職務多忙のため 2011 年度末をもって退学した。

しかしながら、遠くない将来に復学を希望している。こうした需要に応えるべく、博

士課程後期の課程において、応用人類学・実践人類学の教育プログラムを充実させた

いと鋭意努力中である。そのため、2008 年度～2010 年度にかけて、科研費を取得し

て異文化共生の公共人類学的研究を実施し、仙台市国際交流協会等との実践的な研究

交流ネットワーク作りを行った。 

この 6~7 年間の大きな変化は、博士課程前期の課程を修了して教員あるいは公務員

を目指す学生が顕著に増加したことである。こうした学生の需要に応え、博士課程前

期の課程においても、応用的・実践的な研究教育に取り組み始めている。 

学部生の教育においても、従来同様フィールドワークを中心とした教育に応用的・

実践的な訓練を加味するため、文化人類学実習と有機的に連携した仙台市国際交流協

会におけるインターンシップを 2010 年度に開始した。2010 年度は 1 名、2011 年度

は 3 名、2012 年度 3 名、2013 年度 2 名、2014 年度には 5 名が、同協会のインターン

となっている。 

2011 年度は、4 名の学生が東日本大震災をテーマとしてフィールドワークを行い、

いずれも 2012 年度の卒業論文研究へとつなげている。うち 2 名は、川口准教授と共

著の論文を、2012 年度の日本文化人類学会第 46 回研究大会のシンポジウムで発表し

ている。2013 年度にも 3 名の学生が東日本大震災をテーマとする卒業論文をまとめて

おり、うち 1 名は大学院に進学して研究を継続している。さらに、2014 年度にも 1

名の学生が東日本大震災をテーマとする卒業論文をまとめ、2015 年 4 月大学院に進学

している。 

 フィールドワーク以外にも海外へ向かう学生たちの意欲はきわめて高いものがあり、

学部・大学院を通じてほぼ毎年複数の学生が海外留学をしている。その留学先もアメ

リカ、カナダ、スウェーデン、フィンランド、アイルランド、ドイツ、フランス、ス

ペイン、ルーマニア、ロシア、イラン、中国、韓国、ベトナム、タイ、インドネシア、



オーストラリア、メキシコ、アルゼンチンなど極めて多様である。 

留学生の受け入れに関しても同様で、ほぼ毎年複数の学生を受け入れており、双方

向的国際学術交流の実績を積んでいる。 

 本専攻分野が運営事務を引き受けている東北人類学談話会は年間 5 回前後の研究発

表会を開催しており、大学院生を主体とする研究会も活発に活動を展開している。ま

た研究成果発表のために 2002 年度に創刊した『東北人類学論壇』は、大学院生のフ

ィールドワークに基づく学術論文を中心とするが、卒業論文のなかでも調査資料とし

て貴重な成果をあげたものは研究ノートとして掲載している。このジャーナルは通常

の製本雑誌態のほか、電子ジャーナルとしてホームページ上にも公開している。 

 2010 年度からは、学部生のための研究発表と交流の機会を設けるため、東北地方の

諸大学と協力して人類学フェスティバルを秋に実施し、学部 4 年生を中心にフィール

ドワークの成果をポスター発表している。2010 年度は東北大学、2011 年度は弘前大

学、2012 年度は山形大学、2013 年度は東北学院大学で開催され、2014 年度には再び

東北大学で開催される予定である。2012 年 6 月の日本文化人類学会においては、学部

生 2 名が川口准教授とともに発表を行い、高い評価を得ている。2013 年 11 月には、

国際基督教大学で開かれた Anthropology of Japan in Japan 学会において、東日本大

震災の人類学に関して学部生 4 名が発表を行った。今後さらに、学部生の学会発表を

増やしていきたい。 

 大学院生の学会発表も活発化し、2014 年度には 1 名が香港の学会で英語による発表

を行い、2015 年度も既に 2 名が 4 月に成城大学で開催された Anthropology of Japan 

in Japan 学会で英語による発表を行っている。 

 

Ⅲ 教員の研究活動（2010～2014 年度） 

１ 教員による論文発表等 

１−１ 論文 

沼崎 一郎 「社会の多元化と多層化－1990 年以後のエスニシティと社会階層」、

沼崎一郎・佐藤幸人編『交錯する台湾社会』アジア経済研究所、pp.37-68、

2012.3. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Re-representing Violence as Violence: Cultural 

Struggle against Wife Battering in Japan Today.”『東北人類学論壇』

11:1-25, 2012.3. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Too Wide, Too Big, Too Complicated to Comprehend: A 



Personal Reflection on the Disaster That Started on March 11, 2011.” 

Asian Anthropology 11, pp.27-38, 2012. 

沼崎 一郎 「グローバリゼーションと社会の多元化がもたらす不平等――台湾

の新しい格差問題」佐藤嘉倫・木村敏明編『不平等生成メカニズムの解明―

格差・階層・公正―』ミネルヴァ書房、pp.53-77、2013.3. 

NUMAZAKI, Ichiro, “The Pluralization and Multitiering of Society in 

Taiwan: Ethnicity and Social Stratification since the 1990s.” In Toshiaki 

Kimura (ed.), Stratification in Cultural Contexts: Cases from East and 
Southeast Asia, Melbourne: Trans Pacific Press, pp.7-30, 2013.3. 

沼崎 一郎 「フランツ・ボアズにおける「文化」概念の再検討（１）―『未開

人の心性』1911 年版を中心に―」『東北大学文学研究科研究年報』62 号、

pp.26-56（左 209-239）、2013.3. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Ethnoperipheralism: Conceptualizing the Social and 

Psychological Positionality of Cross-Culturally Raised Children ‘at 

Home’.”『東北人類学論壇』12、pp.1-21、2013.3. 

沼崎 一郎 「フランツ・ボアズにおける「文化」概念の再検討（２）―『未開

人の心性』1938 年版を中心に―」『東北大学文学研究科研究年報』63 号、

pp.72-104（左 211-243）、2014.3. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Imagined Commonality: Rethinking ‘Ethnicity’ 
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化人類学会第 47 回研究大会、慶應義塾大学 2013.6.9. 

川口 幸大 「僑郷の現在―新たなパラダイムに向けて」、日本華僑華人学会 2013

年度大会・学会設立 10 周年記念シンポジウム「華僑華人研究の回顧と展望」

慶応義塾大学 2013.11.16.  

川口 幸大「国家と宗族―親族研究の新たな可能性に向けて」、日本文化人類学

会第 48 回研究大会・分科会『宗族研究展望―古典的研究対象の現在を再考す

る』(代表：瀬川昌久)、幕張メッセ、2014.5.17. 

川口 幸大「被災地のフェーズ変化に対応した遠隔地からの中長期的支援―山形

から石巻への支援を行う大学生の団体「START Tohoku」を事例として」2014

年度東北文化研究室研究会、東北大学)(菊池遼との共同報告) 、2014.7.25 

杉本 敦 「ルーマニア農村における牧畜の意義―労働関係の分析を通して」、

首都大学東京社会人類学研究会：第 774 回、首都大学東京、2010.7.9. 

杉本 敦 「ルーマニアにおける「伝統的」牧畜生活の変容と持続－トランシル

ヴァニアの山村を事例として」、日本文化人類学会・第 46 回研究大会、広

島大学、2012.6.24. 

杉本 敦 「ポスト社会主義ルーマニアの牧畜と家族―トランシルヴァニア山村

の民族誌」、日本文化人類学会・東北地区博士論文修士論文発表会、東北大

学、2013.3.8. 

杉本 敦 「ルーマニア農村社会における生産空間の変容―牧草地の利用と変容

を中心に」、空間史学研究会、東北大学、2013.6.27. 

杉本 敦 「ルーマニア農村家族の変容―財産相続と養老にみる合同家族化」、

日本文化人類学会第 48 回研究大会、幕張メッセ国際会議場、2014.5.17. 

 

（国際学会等） 

NUMAZAKI, Ichiro, "Building Public Anthropology in Japan: An Experiment 

at Tohoku University ", Anthropology of Japan in Japan, 天理大学，

2010.4.25. 



NUMAZAKI, Ichiro, "Building Public Anthropology in Japan: An Experiment 

at Tohoku University ", Annual Meeting of the East Asian 
Anthropological Association, Academy of Korean Studies, Seoul, 

September, 10-11, 2010. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Too Wide, Too Big, Too Complicated to Comprehend: A 

Personal Reflection on the Disaster That Started on March 11th, 2011” , 

Annual Meeting of the East Asian Anthropological Association, 国立民族

学博物館、2011.9.8-10. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Never at Home in My Home: Being an “Americanized” 

Japanese Anthropologist in Sendai, Japan.” Annual Meeting of the East 
Asian Anthropological Association, 香港中文大学、2012.7.6-8. 

NUMAZAKI, Ichiro, “More Complex, More Diverse: Recent Changes in 

Ethnicity and Social Stratification and New Inequalities in Taiwan.” 

TASA 2012 Conference, University of Queensland, Brisbane, December 

29, 2012. 

沼崎 一郎 「「東日本大震災」裡的不平等結構：一個「受災地」人類學家的看

法」週一演講、中央研究院民族学研究所（台北）、2013.9.23. 

NUMAZAKI, Ichiro, “More Complex, More Diverse: Recent Changes in 

Ethnicity and Social Stratification and New Inequalities in Taiwan.” 2013 
IOS-Tohoku Symposium on Social Change and Social Inequality in 
Taiwan and Japan, 中央研究院社会学研究所（台北）、2013.9.26-27. 

NUMAZAKI, Ichiro, “‘Ethnoperipheralism’ in Life and Work: The case of Two 

 Anthropologists.” Annual Meeting of the East Asian Anthropological 
Association, 厦門大学、2013.11.15-17. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Auto-Anthropology as an Anthropology of the 

Individual: A Proposal.” International Union of Anthropological and 
Ethnological Sciences, 幕張メッセ、2014.5.16. 

NUMAZAKI, Ichiro, “Re-Viewing the Taiwanese Views of Japan Written in 

Japanese for the Japanese  Audience: An Exercise in the ‘Postimperial’  

Critique.” Annual Meeting of the East Asian Anthropological Association, 

嶺南大学、2014.11.14-16. 

KAWAGUCHI, Yukihiro, “Lineage Revival and an Attempted Feud: 



Rethinking Kinship and Identity in Chinese Society.” Society for East 

Asian Anthropology, and Taiwan Society for Anthropology and Ethnology 

Conference, Institute of Ethnology, Academia Sinica, Taipei, July. 2, 

2009. 

川口 幸大 「村庄的社会変化與作為祭祀空間的房屋之変遷」、近代中国革命、

社会転型與国際視野―第四届現代中国與東亜格局国際学術研討会、赣南師範学

院、2010.8.28 

KAWAGUCHI, Yukihiro, “ Les rites l’explosion urbaine, le cas d’un village de 

la grande banlieue de Canton.” Colloque de clôture du projet ANR Funer 

Asie, La place des morts dans les mégalopoles d’Asie Orientale: 

Japon-Chine-Corée, Campus CNRS Michel-Ange, Paris, Nov. 4, 2010. 

川口 幸大 「珠江三角洲的墳墓與祖先祭祀」“中華文明視野下的西樵文化”国際学

術研討会、西樵山大酒店、2011.7.15. 

川口 幸大 「中国村落社会與親族組織的轉変―以珠江三角洲的宗族為例」現代中

国與東亜新格局教学與研究工作坊、内蒙古大学、2011.8.21. 

川口 幸大 「宗族的“長期持続”與轉変―以珠江三角洲的地区為例」、東亜人類学

論壇―人類学與歴史、中山大学(中国・広州)、2012.3.29. 

川口 幸大 「祠堂是“地方(place)”還是“空間(space)”？―来自広東省珠江三角州的

一個事例」第六届現代中国社会変動與東亜新格局国際学術討論会、、東華大

学、2012.8.22. 

川口 幸大 「香港から国内都市部へ―珠江デルタにおける移住ベクトルの現在」

国際シンポジウム「漢族社会におけるヒト、文化、空間の移動――人類学的ア

プローチ、国立民族学博物館、2012.11.3. 

KAWAGUCHI Yukihiro “"Rich Huaqiao" and "Poor Qiaoxiang" ?”: 

Reconsidering the Relationship between Overseas Chinese and Their 

Hometowns” The International Union of Anthropological and 

Ethnological Sciences World Congress. Manchester University、2013.8.3. 

川口 幸大 「何為僑郷―対“富裕的華僑”、“貧困的僑郷”的重新考察」、第 7 回「現

代中国與東亜新格局」国際シンポジウム、大阪大学、2013.8.22. 

川口 幸大 「宗族的話語及其実践―以広東省珠江三角州的一個宗族為例」、「中

日人類学民族学理論創新與田野調査」国際学術研討会、中央民族大学、

2013.11.19. 



KAWAGUCHI Yukihiro “Viewing the Dead Man’s Body: Ancestor Worship in 

Chinese Society.” Roma-Sendai-Leiden 2014 Workshop, “Viewing the 

Body: Japanese and European Approaches to Concepts of the Corporeal.” 

Universiteit Leiden、2014.3. 

川口 幸大「儒教をめぐる近年のディスコースと人々の実践の間」国際シンポジ

ウム「中国文化の持続と変化―グローバル化の中の家族・民族・国家」、国

立民族学博物館、2014.11.22 

 

２ 教員の受賞歴（2010～2014 年度） 

なし 

 

Ⅳ 教員による競争的資金獲得（2010～2014 年度） 

（１）科学研究費補助金 

嶋 陸奥彦 平成 20～22 年度 基盤研究（B）「現代社会における異文化共生の公共

人類学的研究―東アジアと北アメリカの比較―」(研究代表者) 

沼崎 一郎 平成 20～22 年度 基盤研究（Ｂ）「現代社会における異文化共生の公共

人類学的研究―東アジアと北アメリカの比較―」(研究分担者) 

川口 幸大 平成 23 年～25 年度 若手研究 B「中国農村部における社会保障に

ついての文化人類学的研究」（研究代表者） 

川口 幸大 平成 24 年～26 年度 基盤研究（C）「現代中国社会の変容とその研

究視座の変遷―宗族を通じた検証」（研究分担者） 

久保田 亮 平成 20～22 年度 基盤研究（Ｂ）「現代社会における異文化共生の公共

人類学的研究―東アジアと北アメリカの比較―」(研究分担者) 

杉本 敦 平成 25～26 年度 研究活動スタート支援「グローバル化に晒されるル

ーマニア農村家族構造の変容に関する人類学的研究」（研究代表者） 

 

（２）その他 

川口 幸大 東北大学東北アジア研究センター平成 22 年度「東北アジア地域」に

関する共同研究「東北アジア地域における宗教の新たな展開」 

 

Ⅴ 教員による社会貢献（2010～2014 年度）   

沼崎 一郎 キャンパス・セクシュアル・ハラスメント全国ネットワーク（ボラ



ンティア活動） (1997-) 

沼崎 一郎 仙台女性への暴力防止センター（ボランティア活動）、2002- 

沼崎 一郎 内閣府男女共同参画局アドバイザー派遣事業派遣講師、2006～2010. 

沼崎 一郎 独立行政法人 日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員およ

び国際事業委員会書面審査委員、2010.8-2011.7. 

沼崎 一郎 独立行政法人 日本学術振興会 基盤研究等第１段審査委員（書面

審査）、2011.12-2012.11. 

沼崎 一郎 八戸工業高等専門学校 男女共同参画に関する講演会講師、

2012.8.1. 

沼崎 一郎 仙台国際交流協会 台南市青少年訪問団研修会講師、2012.8.5. 

沼崎 一郎 アジア経済研究所 2012 年夏季講座「変移する台湾の経済・政治・社

会」講師、2012.8.10. 

沼崎 一郎 東北大学大学院文学研究科 みやぎ県民大学「人間理解の方法論」

講座講師、2012.9.29. 

沼崎  一郎  宮城県  女性と子供安全・安心社会づくり懇談会委員、

2013.5-2013.12. 

沼崎 一郎 東京都港区「男女共同参画週間記念フォーラム 2013」講師、

2013.6.29. 

沼崎 一郎 国立高等専門学校機構男女共同参画推進協議会 特別講演「デート

DV とは何か？―恋愛と暴力を間違える若者たち―」学術総合センター、

2014.3.13. 

沼崎 一郎 山形県酒田市ウィズ講座「なぜ男は暴力を選ぶのか？」講師、

2014.7.17. 

沼崎 一郎 酒田調理師専門学校デート DV 講義、2014.7.18. 

沼崎 一郎 「格差と男性ジェンダー／セクシュアリティ」分科会講師、家庭科

教育研究者連盟第 49 回夏期研究集会、2014.7.26. 

沼崎 一郎 鹿児島県垂水市「心の健康づくり支援者」養成講座講師、2014.9.26. 

沼崎 一郎 鹿児島県鹿屋市役所 DV 対策研修会講師、2014.9.29. 

沼崎 一郎 仙台家庭裁判所 調停委員ケース研修会講師、2014.10.10. 

沼崎 一郎 宮城県泉館山高校「大学集中出張講義」講師、2014.10.24. 

沼崎 一郎 北海道養護教員会渡島支部研修会講師、2014.11.11. 

沼崎 一郎 仙台明治青年大学学習会講師、2014.11.26. 



沼崎 一郎 総合地球環境学研究所ハラスメント防止に関する研修会講師、

2014.12.1. 

沼崎 一郎 NHK 教育テレビ「ハートネット TV」ゲスト出演、2015.1.15. 

沼崎 一郎 公益財団法人仙台観光国際協会評議員、2015.4.~2018.5. 

川口 幸大 宮城県立松山高等学校「「国際理解」に関する講話」（「日本のな

かの中国、中国のなかの日本―グローバリゼーションの時代に」）、2011.5.13. 

川口 幸大 東北大学大学院文学研究科と市民のセミナー「第 11 期 有備館講

座」（「中国の村落における地域のつながり、祖先とのつながり」）、 2012.6.17. 

川口 幸大 東北大学文学研究科市民のための公開講座「第 6 期 齋理蔵の講座」

(「中国の住まいと神々」)2013.7.6. 

 

Ⅵ 教員による学会役員等の引き受け状況（2010～2014 年度） 

沼崎 一郎 日本台湾学会 幹事（1999.4～2015.3）、理事（2015.4～現在）第

17 回学術大会（東北大学大会）実行委員長（2014.5～2015.5） 

沼崎 一郎 日本文化人類学会 評議員  (2008.4～2012.3) 

NUMAZAKI, Ichiro, Editorial Board Member, Asian Anthropology, Oxon, UK: 

Routledge, (2013.1-present). 

NUMAZAKI, Ichiro, Editorial Board Member, Journal of Social Sciences, 

Adelaide, SA, Australia: Science Publications (2014.12-present). 

川口 幸大 日本文化人類学会『文化人類学』 編集委員(2012.4～2014.3) 

 

Ⅶ 教員の教育活動 

（１）学内授業担当（2015 年度） 

教授 沼崎 一郎 

１ 大学院授業担当 文化人類学調査実習Ⅰ・Ⅱ、文化人類学研究演習Ⅲ 

２ 学部授業担当  文化人類学概論、文化人類学基礎講読、文化人類学

演習 

３ 共通科目・全学科目授業担当 言語表現の世界 

准教授 川口 幸大 

１ 大学院授業担当 文化人類学研究演習Ⅰ・Ⅱ、文化人類学特論Ⅲ 

２ 学部授業担当 文化人類学基礎演習、文化人類学実習、文化人類学各

論、人文社会総論、人文社会序論 



３ 共通科目・全学科目授業担当 文化人類学 

  助教 杉本 敦 

１ 大学院授業担当 文化人類学特論Ⅲ 

２ 学部授業担当 文化人類学各論、文化人類学基礎講読 

 

（２）他大学への出講（2010～2015 年度） 

教授 沼崎 一郎 

放送大学宮城学習センター面接授業「台湾社会の形成と変容」（2012 年度） 

准教授 川口 幸大 

東北学院大学「文化人類学」(2011 年度～) 

放送大学宮城学習センター面接授業「文化人類学」（2013 年度） 

助教 杉本 敦 

福島県立医科大学「文化人類学」（2009～2011 年度） 

東北学院大学「文化人類学」（2011 年度～） 
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